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1 . はじめに 

中国における 学の産への貢献について 角 南は次の 

よ う に指摘しているⅢ。 「中国では改革・ 開放以降、 

弱体化していた 民間部門での 研究開発を大学が 担 

ってきたため、 大学自ら企業を 起こす 校弁 企業など 

様々な形での 学による産への 直接的介入が 支持さ 

れてきた。 」 

現在、 校 弁 企業は 500(M 社を超え、 特に IT 産業 分 

野の企業の成長が 著しい。 例えば，現在中国コンピ 

ユータ 一市場販売台数シェア 第 1 位は中国科学院の 

企業「聯想」、 第 2 位は北京大学の「 北 大方正」、 第 

3 位は清華大学の「清華岡 方 」であ る ['l 。 

上記のように 校弁 企業が活発化する 一方、 まだ 解 

決しなければならない 問題点が数多く 残っている 

ことも事実であ る。 その一 つに 経済の地域格差があ 

る 。 大きな利益を 生み出し中国内覚で 大いに注目さ 

れている 校弁 企業は沿岸部に 集中しており、 その 経 

済 発展に大きな 役割を果たしてきた。 このことは 逆 

に 、 内陸部と沿海部の 経済格差をますます 広げるこ 

とにもつながった。 内陸前 校弁 企業の発展の 遅れが 

地域格差を更に 拡大していると 指摘されているⅢ。 

内陸部と沿岸部の 経済格差を縮小するために、 

「西部大開発」、 「東北振興」を 重要な課題として 

いる中国政府にとっても、 内陸部の大学が 地域経済 

0 発展に貢献していくことが 今まで以上に 

望まれている。 そこで本研究では、 内陸部の中で 重 

視されている 中国東北部における 校弁 企業の成長、 

発展のためのモデルを 提案することを 目的とする。 

対象は吉林大学とする。 吉林大学は中国 

の国家重点総合大学であ り、 東北部を代表する 大学 

であ る。 人材、 学力において 高いポテンシャルを 有 

しているが、 校弁 企業の成績は 芳しくない。 

この大学における 問題点を発見し、 改善できれば、 

吉林省をはじめとする 東北部の経済活動に 大きく 

寄与できる。 また、 東北部全体の 校 弁 企業の 

成長・発展のためのモデルケースになると 考えられ 

る。 

" 憶 ぬ 
中国内陸部、 特に東北部 ( 異能 江省 、 吉林省、 遼 

寧省 ) の発展について、 2003 年に中国政府は「東 

北振興」の政策を 打ち出した。 この流れを受け、 長 

江デルタ、 珠江デルタ、 環 渤海経済圏の 次に、 東北 

三省が第 4 の成長地域になるであ ろうと考えられて 

いる。 東北姉省の GDP は全国の 11.3% を占めてお 

り、 中国の重工業墓地、 自動車基地、 石油墓地、 木 

材墓地と食糧生産墓地としての 機能を持っている。 

さらに、 中国と日本、 韓国、 ロシアとの貿易自由化 

も議論されており、 立地条件を考慮すれば 東北姉省 

がその貿易活動の 中心的存在になるため、 中国の第 

四の成長地域になる 契機になるという 指榊 3l があ る。 

一般的に中国において 校弁 企業とは、 どれだけの 

資本を提供したかによる 所有の程度の 違いはあ る 

ものの、 いずれもその 経営が何らかの 形で大学の管 

理下に置かれている 企業田を指す。 校弁 企業の多く 

は大学の資金によって 設立されており、 大学が校 弁 

企業の株主であ る場合がほとんどであ る。 諸外国に 

おける大学 発 ベンチャーと 比較して、 事実上 枝弁 企 

業が大学の子会社になっていることは 中国におけ 

る産学連携の 最大の特徴と 言われる。 

校弁 企業の利益の 一部は大学に 還元され、 校弁企 

業は大学にとって 重要な資金源になっている。 校弁 

企業と地域経済の 関係について、 清華大学と 

中国東北部の 代表的な大学吉林大学を 取り上げ 

て比較したものを [5@ 表 1 に示した。 北京市の失業 

率 1.2% に対して吉林省は 4.2% であ り、 吉林省の失 

業 率が高い。 また、 GDP に占める 校弁 企業の売上げ 

では、 清華大学の 3.7% に対して吉林大学が 

一 475 一 



0 ． 08% と、 吉林大学の校 弁 企業の売上げが 低い。 

地域人口に対する 学生数比がほぼ 同等であ るこ 

とを考慮しても、 吉林大学の校 弁 企業は吉林省の 

経済発展に対しての 貢献度が低いことが 分かる。 

吉林大学の校 弁 企業の活動が 上向け ぱ 、 GDP に 占 

表 1 校 弁 企業と地域経済の 関係 

@ Ⅰ 
士   

GDP 2817(  元 ) 2032  元 ) 
人口 1  120( 万人 ) 2690( 万人 ) 
GDP に 

( 吉林大学 )0.08% 

める売上げ率の 向上が見込め、 失業率の改善など、 

吉林省ひいては 東北部の経済発展に 大きく貢献で 

きる余地が大きいと 考えられる。 一 ' 

吉林大学は中国吉林省長春に 位置し、 国家教育委 

名 、 技術者数約 2,000 名、 国家重点学科 49 個であ る。 

清華大学と比較しても、 吉林大学は人材面で 遜色が 

なく、 そのポテンシャルがあ ると言える。 

さらに、 2001 年の全国大学ランキンバで 吉林大学 

は 1010 校 中 9 位Ⅲになっており ( 評価項目 : 入試 難 

易 度、 研究能力、 人材育成 ) 、 学力面でのポテンシ 

ャルも秘めている。 しかし、 同年度の校 弁 企業の売 

上げでは全国の 294% 。 l に留まっている。 吉林大学の 

ポテンシャルを 考えれ ば 、 売上げは現在より 伸びる 

可能性があ る。 

" 沖 
吉林大学の校 弁 企業の管理体制は「 (BlJ) 学長一 

産業管理委員会一校 弁 企業」の姉級制度であ る。 企 

業管理を合理化させるために、 主管 ( 副 ) 学長をリ 

ーダーとし、 財務・会計審査等、 関係部門の責任者 

及び 校弁 企業の主要責任者をメンバーとする「 校弁 

企業産業管理委員会」を 結成し、 その委員会におい 

て大学を代表した 所有権 の行使を行 う 。 委員会の常 

設事務局は「産業管理 処 」であ る。 吉林大学の校 弁 

企業は産業管理 処 によって実質的に 管理されてい 

員 会の直接の管轄にあ る国家重点総合大学で 

あ る。 自然科学、 技術科学、 工程科学、 人文科学、 

社会科学、 管理科学などの 分野を有する 理工学中心 

の高等教育機関であ り、 学生数約 58,000 名、 教員数 

約 6,000 名、 技術者数約 5,000 名が在籍し、 国家重点 

学科が 17 個あ る。 表 2 に示した 17 学科のうち IT 、 材 

る 。 そこで吉林大学の 校 弁 企業の実態を 明らかにす 

るために、 吉林大学の産業管理 処に インタビューを 

行った。 インタビュ一回答者を 表 3 に、 インタビュ 

一の項目を表 4 に示す。 

表 3  インタビュ一の 回答者 

料 、 化学、 生物医学を中心に 産業化が進んでいる [7, 。 

これに対して、 理工学系の最高峰に 位置付けられて 

いる清華大学は、 学生数約 27,000 人、 教員数約 4,300 

表 2  吉林大学の国家重点学科 
表 4  インタビュ一の 項目 

1 吉林大学の校 弁 企業の管理体制 

2 吉林大学の校 弁 企業はどの学科により、 作られたのか 

3 吉林大学の校 弁 企業を創業時の 資金は、 大学が提供したの 

か 

4 吉林大学の校 弁 企業の経営者は、 大学から派遣されたのか 

5 仮説と分析結果 

一般的に、 校弁 企業は大学のコア 技術を移転する 

形で起業される。 吉林大学では、 図 1 に示す よう に 
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IT 、 材料、 化学、 生物医学 4 つのコア技術があ り、 

これらのコア 技術を墓に校 弁 企業が興されると 考 

えられる。 また、 図 2 に示したよ う に一般的な ビジ 

ネ スプロセスモデルでは、 大学の研究成果 ( シーズ ) 

が応用研究をおこなう 企業へ技術移転されれば、 あ 

とは企業内において 創業、 継続開発、 市場化、 事業 

拡大とプロセスが 進展するⅢ。 

コア技術 

IT   回回 
図 1 文献調査で得たコア 技術移転のモデル 

  

図 2  ビジネスプロセスモデル 

ところが、 吉林大学のインタビュ 一の結果、 現状 

を分析すると 以下のようなモデルになった。 図 3 に 

コア技術があ る分野と技術移転モデルの 実態を、 図 

4 にビジネスプロセスモデルの 実態を示す。 

図 3  コア技術があ る分野と技術移転モデル ( 実態 ) 

図 4  ビジネスプロセスモデル ( 実態 ) 

る ) 0 流れで事業化が 進んでおり、 事業拡大にまで 

及んでいない。 

続いて、 校弁 企業の組織形態について 述べる。 沿 

岸部で成功している 校弁 企業のモデル ( 創業時の資 

源の流れ ) は、 図 5 のようになっている 沖 ] 。 技術は 、 

研究専従教員が 開発する。 資金、 マーケティンバ、 

総務、 経理、 開発の各業務に 従事する技術者や、 事 

業推進のスタッフなど、 必要な人材は、 大学やパー 

トナ一企業から 提供される。 また、 研究専従教員、 

パートナ一企業、 専門経営者など 多方面からトップ 

マネージメントを 確保し、 ビジネススクール、 経営 

専従教員などから 経営専門の人材 ( ミドルマネージ 

メント ) を確保している。 
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図 5 沿岸部で成功している 校弁 企業のモデル 

これに対して 吉林大学の校 弁 企業の実態モデル 

を示したものが 図 6 であ る。 図 5 のモデルと比較す 

ると分かる よう に、 経営人材獲得のパスが 少ないの 

であ る。 ビジネススクール、 専門経営者などが 活用 

されていない。 代わりに、 経営知識を持ち 合わせて 

いない大学職員 ( トップマネージメント ) が 校弁 企 

業の経営者になるケースが 存在している。 なお、 研 

究 専従教員、 大学、 経営専従教員と 校弁 企業の関係 

は沿岸部のモデルと 変わらない。 

大ギ   
匝，       … 、 - 廷臣 輻コ 

l 技術 ( シーズ ): 丑寅 金 、 人材 : チ 桂宮人材 L ジ l 

吉林大学では 4 つのコア技術のうち、 rT のみが 重 図 6  吉林大学の校 弁 企業の実態モデル 

点産業化されている。 その上、 ビジネスプロセスモ 

デル では創業、 開発、 資本拡大、 多角化にこで 述   
べる多角化はこれまで 参入していなかった 市場に 本研究では東北部大学の 校 弁 企業を考察対象に 

参入して、 単に企業数を 増やすことを 意味して ぃ すべく、 その代表であ る吉林大学の 校 弁 企業の問題 
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点を明らかにする 目的で、 インタビュ一調査を 行っ 

た。 分析の結果、 IT を中心に産業化して、 生物医学、 

材料、 化学などの得意分野は 重視していないことが 

明らかとなった。 2000 年 8 月に第 16 回コンピュー 

タ大会が北京で 開催されたが、 江沢民元主席は「 二 

十一世紀には 科学技術、 特に IT 産業が更なる 進展 

を見せ世界規模で 政治、 経済、 文化さらに深い 影響 

を与えると予測できる。 中国政府は IT 産業の発展 

を積極的に重視して 推し進めなければならない」と 

IT 産業の重要性を 強調した。 また、 TT 産業特にソ 

フトウェア産業は 少人数、 少資金の状況でも、 設立 

できる。 このように、 中国政府の TT 産業を発展さ 

せる政策と、 容易に作ることのできると 言う IT 産 

業の特性に、 吉林大学はこれまで TT を中心に産業 

化の努力をしたと 考えられる。 その改善策としては 

生物医学、 新材料、 化学の 3 分野にも重点を 移し、 

新しい戦略を 作るべきであ ると考える。 

また、 プロセスモデルの「事業拡大」まで 到達し 

ていないことに 関しては、 これまで蓄積してきた 製 

品 開発、 生産技術、 流通チャネルを 墓に新規事業を 

構築すを「事業拡大」を 目指すべきと 考える。 

さらに、 校弁 企業は産業管理 処に 管理され、 経営 

者に専門家が 少ない、 パートナ一企業が 少ない、 そ 

して経営力が 弱いなどの問題があ る。 その理由とし 

ては、 吉林大学の校 弁 企業の 7 割は大学の独 資 企業 

であ るため、 大学の行政部門として 大学によって 管 

理されていることが 最大の要因であ る。 校弁 企業を 

経営するという 発想ではなく、 大学の行政部門を 管 

理するという 考え方のため、 経営知識を持ってない 

大学職員が校 弁 企業の経営者になっていると 考え 

られる。 この発想を転換する 必要があ り、 改善策と 

しては、 まず、 トップマネージメント 確保の観点か 

ら、 専門経営者を 入れたり、 パートナ一企業を 入れ 

たりするべきであ ろう。 次に、 ミドルマネージメン 

ト確保の観点から、 経営学部等の 社会人向けの 大学 

院は、 起業に関心の 高い社会人が 学びながら技術者 

と交流できる 場となるべきと 考える。 場の提供 源と 

して、 吉林大学に存在する℡ A を利用したり、 国家 

重点学科に存在する 経営・経済分野を 利用したりす 

ればこれが可能となるであ ろう。 

7. まとめおよび 今後の課題 

本研究の調査により、 吉林大学の校 弁 企業では、 

現状、 IT を中心に産業化して、 生物医学、 材料、 

化学などの得意分野は 重視していないこと、 更に 

プロセスモデルにおける「事業拡大」がクリアさ 

れていないこと、 経営者に専門家が 少なく、 パ一 

トナ一企業も 少ないため経営力が 弱いことなど 

の問題点が明らかとなった。 

今後、 さらに深く解釈を 行うために、 吉林大学 

に再度インタビュ 一調査を行い、 創業の組織モデ 

かな 提案し議論する 予定であ る。 そして、 生物医 

学、 化学、 材料の 3 分野について、 校弁 企業がで 

きない原因を 調査し、 この 3 分野から 校弁 企業を作 

るビジネスモデルの 提案を試みたいと 考えている。 
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